
自分の生き方を決められない社会の憲法の行方（弁護士　猪股
正）
弁護士　猪股　正

参議院選挙が終わりました。
改憲派が、憲法改正の発議に必要な参議院全体の３分の２の議席をとり、今後、憲法改正に向けた動きが確実に加速していくことになりま
す。

昨年９月１９日、安倍政権は憲法に背いて戦争法を成立させました。
選挙期間中、アベノミクスが大きな成果を上げ経済は確実に上向いているなどと喧伝されましたが、実際には、世帯所得は落ち込みを続け、
中間層は減少し、貧困率は過去最悪です。
憲法に従わず、貧困と格差を拡大させている政権が、この国ではどうして存続するのだろうかと考えます。

国際調査によると、「自分の生き方を自分で決められていますか？」という質問に、「はい」と答える割合が、日本人は６０か国中５９番
目でビリから２番目だそうです。
慶応義塾大学経済学部教授の井手英策さんは、著書「１８歳からの格差論」の中で、こう言います。
「僕はこう思うんです。自分が自分の生き方を決められてはじめて、ほかの誰かが自由を持てないことへの怒りもこみあげてくるのではな
いか、と。」。
非正規雇用が４割、共働きでも世帯所得は減り、貯蓄もない世帯が増え、安心して子育てもできず、生きるのが精一杯。自分の生き方なん
て決められない。
確かに、こんな社会に生きていれば、人の自由や平等どころではない、憲法を変えられることへの怒りも出てこないかもしれません。

自分の生き方を自分で決められない社会、そんな理不尽な社会を子どもたちに遺せません。
誰もが自分の生き方を自分で決められる、公正な社会を実現するために、あきらめず、力を合わせましょう。
そして、自由と民主主義、平和を守りましょう。

古くても価値あるもの（弁護士　古城　英俊）
弁護士　古城　英俊

大分の高校を卒業後、８回引っ越しを経験しました。引っ越しの度に、荷物を減らそうと古い物を捨ててきました。
５年前は結婚を機に家電も買い換えました。新しい物にすると気分も一新し気持ちも良くなります。
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一方で、古くても未だに大切に使っているものもあります。
実家から持って来た食器や２５年以上前に父からプレゼントされた万年筆など。しっかりしたもの、良いものは長く使えます。

今の日本国憲法は、戦争の反省の下で徹底した平和主義を目指し、二度と戦争を繰り返してはいけないことを宣言しています。
戦後７０年間、私たちの平和な生活、自由な生活を支えてきたのが今の憲法なのです。

しかし、憲法９条の下では許されないとされてきた集団的自衛権の行使を容認する新安保法制法が制定されるなど、憲法改悪の動きが強まっ
ています。
新安保法制法は、決して私たちの暮らしを良くはしてくれません。戦後、日本は、戦争を捨て平和を目指してきたはずです。
今の憲法はとても価値のあるものです。その価値を知り、私たちを守ってくれている憲法をずっと大事にしていきましょう。

成年後見についての法改正（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

認知症等により判断能力が十分でない方に代わって財産管理をする成年後年人という方が選任されることがあります。
成年後見人は家庭裁判所で選任されますが、この成年後見人や財産を管理される成年被後見人に関して今年の４月に法律が改正されました。

改正された法律の内容の１つは、成年後見人が、家庭裁判所の許可を得て、成年後見業務に必要な範囲で、財産を管理される成年被後見人
の方宛ての郵便物を成年後見人宛に配達してもらうことができるようになったことです。
また成年後見人が成年被後見人の方宛ての郵便物を開封することができるようにもなりました。

もう１つの改正内容は、成年被後見人の方が亡くなったときに、成年後見人が、必要があるときには、成年被後見人の方の相続財産の保存
に必要な行為や、債務の弁済ができるようになったことです。
さらに家庭裁判所の許可を得た場合には、ご遺体の火葬や埋葬に関する契約を締結することができるようになりました。

現在の日本は６５歳の方が人口の２１％以上を占める超高齢社会です。埼玉県内でも、成年被後見人のご家族の方が成年後見人に選任され
ることが少なくありません。
もし、成年後見業務についてご不明な点がございましたら、お気軽にご相談下さい。
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世界一高い供託金制度を廃止に！（弁護士　鴨田　譲）
弁護士　鴨田　譲

現在の我が国では、国政選挙に立候補する場合、衆議院・参議院いずれも選挙区で300万円、比例区で600万円という高額の供託金を
納めなければならず、しかも、得票数が一定以下の場合には没収されてしまいます。

このような制度を私たちは当然のものとして考えているかもしれませんが、諸外国の制度を見てみると、アメリカ、ドイツ、フランス、ロ
シアなどの国々はそもそも供託金制度が存在せず、イギリスは約8万円、カナダは約10万円であり、日本の300万円、600万円とい
う金額は世界一高いといえます。
韓国は約135万円とかなり高額ですがそれでも日本の半額以下です。

憲法44条は、国会議員の資格について財産又は収入によって差別してはならないと定めていますが、現在の供託金制度はこの規定に反す
る憲法違反のものだとして、この度「選挙供託金制度違憲訴訟弁護団」を結成しました。

そして、今年5月、国を被告として東京地方裁判所に提訴し、記者会見を行いました。
弁護団の団長は宇都宮健児弁護士で、私は事務局長になりました。

現在の政治が既存大政党だけのものになってしまっており、市民の政治参加が困難となっている大きな一因がこの選挙供託金制度だと思い
ます。
選挙を市民の手に取り戻すためのこの活動を是非ご支援下さい！

新安保法（＝戦争法）違憲国家賠償請求訴訟に注目してください
（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

２０１６年６月２０日、埼玉県内で暮らす市民の皆さんが中心となって、さいたま地方裁判所に、今年３月２９日に施行された新安保法の
制定行為等によって、平和的生存権、人格権、憲法改正・決定権を侵害され、精神的苦痛をこうむったとして国家賠償請求訴訟を提起しま
した。
原告は３１８名、訴訟代理人は１０４名（うち埼玉弁護士会会員は１０２名）にのぼります。

本件訴訟は、裁判手続の中で、①新安保法の集団的自衛権行使や後方支援活動に関わる規定等が一見明白に憲法９条に違反すること、②航
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空自衛隊イラク派遣事件で、違憲判断を下した名古屋高裁判決が示した平和的生存権の権利内容をさらに発展させること、③集団的自衛権
の行使等を容認した閣議決定・新安保法案の提出・国会での強行採決という一連の行為によって、政府と国会が憲法改正手続の回避によっ
て、憲法９条の規範を踏み越えたことは、国民投票権を含めて私たちが日本社会の平和のあり方を決める権利を侵害したという、これまで
裁判で争われたことがない新たな論点等を含みます。

しかし、本件訴訟の意義はそれだけではありません。新安保法に基づき戦争をする国づくりが着々と進むと、私たちの普通の暮らしが徹底
的に壊されてしまいます。
①時の政権への反対意見が言えなくなり、デモの規制や集会のための公共施設が借りられず、②教育に政治が介入し、子どもたちに国（一
握りの権力者）のために血を流すことを教え込み、③抑止力を理由に中国との軍拡競争に巻き込まれ、５兆円を超えた防衛予算はどんどん
増え、④法人税や富裕税に手を付けないまま、消費税はどんどん上がり、⑤防衛装備移転３原則により私たちの暮らしを守る税金が防衛産
業に流れる一方で、社会保障や福祉は切り下げられ、⑥奨学金の返済に苦しむ若い労働者が危険な任務を課せられる自衛官となる等、私た
ちの命と生活が粗末にされる社会になってしまいます。
本件訴訟は、外国籍の方も含めた市民の皆さんと、日本がこのような社会に巻き戻されることを阻止するためのたたかいでもあります。注
目してください。

常に念じている僧のいる山～常念岳
松本で日弁連貧困本部の合宿、長野市内の信州大学で税制と社会保障の集会がありました。せっかくの夏の長野なので、北アルプスの常念
岳に登ってきました。

常念岳は、安曇野の西にそびえる山です。
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ＮＨＫの連続テレビ小説「おひさま」で生徒達が登った山です。
安曇野から見る常念岳の美しさについて、「日本百名山」（深田久弥著）には、「松本から大町へ向かって安曇野を走る電車の窓から、も
しそれが冬であれば、前山を超えてピカリと光る真白いピラミッドが見える。私はそこを通るごとに、いつもその美しい峰から眼を離さな
い。そして今年こそ登ろうと決心を新たにするのが常である。」と記されています。
私が登った日はあいにく常念岳は雲の中でしたが、晴れた日には、美しく堂々とした山容です。



岩魚さんという写真家の方がホームページで紹介されている、澄み渡る空にそびえる常念岳を是非ご覧ください。
（→　岩魚さんのホームページ）

７月３１日、登山口から山頂（２８５７m）までの標高差約１５００mを往復。ところどころに高山植物が咲く沢沿いの道を進み、胸突き
八丁の登りに入り、樹林帯を抜けると、常念小屋がある常念乗越に出ます。

http://photohito.com/photo/orgshow/5245008/


 













ここから山頂まで、ゴロゴロとした岩の上を歩く急な登りが続きます。疲労がピークになり、次の一歩がなかなか上がらず、苦しい、辛い
と思いながら、常念岳の名前について考えているうちに、山頂に到着。



下りは早く、登山口手前の「山の神」で手を合わせ、夕方に下山しました。



帰宅して「日本百名山」を開くと、常念岳は、かつては常念坊と呼ばれ「常に念じている僧のいる山の意である。」とあり、「評論家臼井
吉見氏が書いていた。松本の氏の小学校の校長はいつも窓から外を指して『常念を見よ』と言ったが、その言葉だけが今も強く記憶に残っ
ている。」とあります。
連続テレビ小説「おひさま」では、ドイツの詩人・ツェーザル・フライシュレンの詩「心に太陽を持て」を生徒に贈る場面があります。
「…勇気を失うな。くちびるに歌を持て。心に太陽を持て。」の詩です。
常念岳が語りかけてくれていることを考えます。
今度は、事務所の仲間と一緒に行けたらなと思います。

弁護士　猪　股　　正

見えない川をたどる
ここ埼玉総合法律事務所から、遊歩道を南へ5分ほど歩くと、さいたま市立岸町小学校がある。母校である。地域の地理や歴史を学ぶ授業
で、遊歩道と校庭の真下を川が流れていることを教えてもらった。その後、学校の真下を流れる見えない川の不思議な姿は記憶の奥底に沈
殿していた。

いつの間にか時が経った。「ハァッロー　ハロー　お元気？今夜　なにしてるの？TVなんか　見てないで　どこかへ　一緒に行こう」と
井上陽水がテーマソングを歌うＮＨＫのブラタモリのファンになった。何気ない光景の向こうに自然の営みや歴史が隠れている。暗渠（あ
んきょ）や段差や縁（へり）から見えないものが見えてくる。暗渠（あんきょ）とは、地下や蓋の下の暗いところを流れている見えない水
路のことである。地図とコンパスを持ち、小さな谷の分岐を探す沢登りのわくわく感ともどこか似ている。

ＪＲ埼京線の武蔵浦和駅の東側を笹目川が流れている。以前に比べると、随分と浄化され、今は、アオサギなどを見かけるようになった。
川の流れは南下し戸田の戸田漕艇場付近で荒川に合流する。逆に、北上して遡ると、国道17号と交わる地点で、川の流れが姿を消す。

川の上流方向には遊歩道がある。長年、ただ通り過ぎるだけの場所だっ
たが、ある日、暗渠だと気付いた。そして、小学生のころの遠い記憶が
蘇った。見えない川の痕跡を探す。この遊歩道は白幡緑道と名付けられ、
北へたどると、「中央排水路」と刻まれた古いコンクリートがひっそり
と草に埋もれていた。
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遊歩道は、右手の白幡沼を過ぎ、岸町小学校に突き当たる。

校門の左右に急な坂があり、小学校がＶ字の谷の底にあり、そこに川が
あることを物語っている。小学校の校庭を抜けると、遊歩道は岸町緑道
と名前を変える。

岸町緑道は、浦和駅周辺の耕地整理に伴って完成した岸町西大排水路が暗渠化されたものらしい。岸町緑道が終わると、車道の右に蓋暗渠
が続く。左には、さいたま拘置支所の崖があり、古そうな石垣が残っている。

以前は浦和監獄（刑務所）があり（地図は明治15年頃。「歴史的農業環境閲覧システム」より）、秩父事件で蜂起した農民も収監されて
いたらしい。
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そして、埼玉総合法律事務所前の坂下通りに合流する。坂下通りをさらに北へたどると、常盤公園（将軍家の浦和御殿跡）や井戸があり、
川が続いているのかもしれない。

魅惑されたのは私だけではない。ひと月前、北浦和駅東口、浦和高校の西を流れていたはずの天王川が姿を消していたことに気付いた。そ
して、この連休、息子と2人、時を忘れて天王川を探し暗渠を巡った。（報告は、またの機会にします。）

弁護士　猪　股　　正
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自由を獲得することの意味（２０１６年新年号代表あいさつ　弁
護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

昨年は、戦後７０年の平和国家の歩みを大きく変える戦争法が、憲法に背いて、多くの国民の声をも無視して、強行採決されました。

ときに国家権力は濫用され、人々の権利が蹂躙されてきたことは、戦前のユダヤ人大虐殺、治安維持法下の弾圧などの歴史が証明してきた
事実です。国家権力を縛り、権力の濫用を阻止し、人々の権利や自由を守るために制定されたのが憲法です（法の支配）。
ところが、安倍内閣は、平然と憲法に背いて、戦争法を成立させ、国会も、三権分立制のもとで内閣による権力の濫用を阻止する役割を担っ
ているのに、安倍内閣と一体となって戦争法を成立させました。
最高法規である憲法に従わない内閣や国会の存続をこのまま容認することは、憲法による法の支配を否定し、例えばナチスドイツのような、
恣意的な人の支配を認めることにつながります。

「この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であって、これらの権利は、過去幾多の試錬に
堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたものである。」。
自民党の憲法改正草案では削除されている憲法９７条です。今まさに、自由を獲得することの意味が、私たちひとり一人に問われていると
思います。

戦後最大の試練の年ともいえる今年、自由と民主主義、そして平和を守るため、所員一同、皆様と共に、奮闘する決意です。今年もよろし
くお願い申し上げます。

赤松岳先生に感謝（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

埼玉医療問題弁護団の初代団長・赤松岳先生の記念講演の写真です。
赤松先生は、エホバの証人無断輸血事件など数々の医療訴訟を担当され、患者の権利擁護に長年力を尽くしてこられました。

歯科治療でガス壊疽菌に感染して、大学病院へ転院後、頬部の腫脹が拡大して気道閉塞となり、低酸素脳症に陥り亡くなられた方の事件を、
弁護士になりたてのころ、赤松先生と一緒に担当させていただきました。
医師に対する尋問の方法等々、様々なことを学ばせていただき、私が、今も、医療事件に関わることができているのは赤松先生のお陰であ
り、一緒に事件を担当させていただいた幸運に、心から感謝しています。
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自由を守るための希望とは？（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

２０１５年１１月２６日、埼玉弁護士会は、憲法学者の樋口陽一先生をお招きして、なぜ、個人が尊重される自由な社会が大事なのか、憲
法の観点からご講演いただきました。樋口先生のお話しの中で印象に残った次の言葉があります。

「安全のために自由を犠牲にすると、自由だけでなく、安全も失うことになる」

「連帯を求めて孤立をおそれず」ではなく「個に徹しつつ連帯をおそれず」

「自由を守るための希望は、私（樋口先生）やあなた（伊須のこと）にある」

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/02/P1060137.jpg
https://saitamasogo.jp/archives/67531
https://saitamasogo.jp/isushinichiro


個人主義（自由）は、利己主義ではなく、１人１人の個人を大事にする多様性を認める社会であり、あらゆる格差や、弱者への容赦のない
攻撃を許さないフェアな社会を築く土台になります。
その自由な社会を守るための希望が私自身にあるのだと樋口先生に教えていただき、何だか感動しました。
樋口先生、ありがとうございます。


